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オープン。 ポートフォリオに 基づく 
内 製薬食 菜の マネジメント 

0 仙石慎太郎 ( 東大薬学 )                康 ( インテバラート ) 

  

年代以降の画期的新薬の 

流行などにより。 ブロックバスタ 一のグローバル。 フランチャイズ 

ビジネスモデルが 現実的なものとなり。 多くの巨大製薬企業 けガ 。 ファーマ ) が 

生した。 

世界統一基準による 新薬の研究。 

ァ 一マ が 果たした 績は大きい。 し 力もしながら。 V 

れ 。 超大型新薬候補 の フロンティア 

変化 は、 押しなべてメガ " ファー マ の ビジ 

業 ( スペシャツテイー。 ファーマ ) 

およびバイオ 製薬 も 力、 力、 わらず、 
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。 従来型のライセンシングに ヵ 

一 プン。 ポートフォリオ 

ま 、 事業リスクの 度合いや業界特性により 岐 に夏 る 手法が提唱され。 こ 

グループ、 わプ 。 マネジメ 

とができる。 その結果として、 現状をポートフォリオ とし 

。 ポートプ ォリオ 

について。 その 

有用性を確認した     

握 でき、 戦略と 

ポートフォリオ 全 への影響が簡易にシミュレーションで 

き 7 ヒ。 

  ギ争 プロジ エ 夕卜におけ 

5. 各プロジ ヱタト の 最 

えて。 パイプライン 

。 考察 

証の結果。 本 ツールが医薬 翼 ㊨ D に特有の不確定性に 対 し " 各シナリオに 対して最適 

な ソリューションを 用意しうること。 また医薬 轍鰯 D だけでなく医薬ライ シング業務においても 

ことが示唆された。 これらの点を 考慮すれば、 本 ツールはオープン。 ポートフォリオ 実 

の 布石となると 考えられる 
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織 。 業務プロセス 上の取り 

本葬製薬企業に 示すよ う に、 事業規模の面ではメガ。 ファー で との。 車戸 

性の面ではスペシャリティー / バイオ製薬 企 との差が顕著となってきている。 今後どのビジネス モ 

来 していく 力、 は 主要な のひとっであ り。 企業戦略と 勤 してオープン。 ポートプ ォリオ の 

是非を検討することが 要 と考えられる。 

変化がイノベーションの 決定要 

影響」，日本知財学会。 

トフォリオの 最適 ィ 

レオプション 的 発 

マンブラザーズ 証券会 
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  スペシャツ       一の度合いと 新薬供給 

ポートフォ @J オの 置き換え 力 
(2 ㏄ 5-% 年に上市予定医薬品の、 既存 品 に対する NP Ⅴ注 @ 

2.O     
O メガ 

Ⅱ 8 - スペシ ャ リティー @ 中堅 

Ⅰ 6 - 
バイオチック 

Ge ㌍ lyme 脛 
も 愛日本企業 

1.4 - G@lead 璽 

  胡 e ㏄化 KG 曲 
Ⅱ 2l Elan 
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O.O O.2 O. 弗 O.6 O.8 Ⅱ・ O 

ペ シ ャ リティー化合物の NP Ⅴ 比 ) 

出典 Lehman 日奴 he に Pha 皿 aPi 膵 Ⅱ ne(2005) をもとに 簗 著作成 
専門性の度合いを r スペシ ャ リティ一の度合い ( 既存 品 全体とセカンダリーケア。 抗がん剤の NPV 比 ) 」として横軸に、 新薬の提供 
力を 「ポートフォ ソオ の置き換え 力 ( 既存 品と 2005-10 年上市予定漢ロとの NPV 比 ) 」として縦軸にとり、 主要企業の既存。 候補 品の 

合計 NPV の相対値を円の 大きさとして 示した " 上記指標の定義、 企業の選出。 分類、 NPV 値の試算は同社設定に 基づく。 

  

インフラ型 

成熟達美 

  
規制産業   

  

出典 : 入門リアル・オプション．山本大輔 / ヌ @j 淫乱 昭 ．東洋経済新報社． (200l) 

相対的な事業の 不確実性を縦軸とし、 代表的な事業価値評価の 手法を示した。 経営判断が複数のオプションをもつ 業界においては、 
DCF 法の単純適応は 困難であ り、 事業価値評価について 様々な工夫がなきれている。 丘技 D 投資の意思決定に 際しては、 経営オプシ 

コ ンの有無や事業の 不確実性の大きさによって 異なった評価手法を 用いるべきであ ることが示唆されている。 
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